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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞内膜系；膜タンパク質。完全に細胞内に局在し、膜結合性を有する可能性もある。この遺伝子は、タンパク質チロシンキナーゼ（PTK）の一種である膜タンパク質をコードしており、PTKドメインのN末端側に第二のホスホトランスフェラーゼ関連ドメインを有することを特徴としている。コードされているキナーゼは、STATタンパク質（シグナル伝達因子および転写活性化因子）をリン酸化して、インターフェロンα/βおよびインターフェロンγのシグナル伝達において重要な役割を果たす。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2016年3月]
	研究分野
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	T47D細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をJAK1ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

